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京都府特別支援教育体制推進事業実施要項

趣 旨

京都府教育委員会 (以下 「教育委員会」 とい う.)は 、平成 13,1=4年度に 「学習障害

(LI〕)の ある児童生徒に対する指導体制の充実事業ど、平成 15,16年度に 「特別支援

教育推進体制モデル事業Jに 取 り和14、 平成17年度には 「特別支援教育体桁」推進事業」

として、事業の対象を幼稚園及び高年学校にt)拡大 し、乳幼児期か ら成人期の就労に4~t

るまでの一
寅 した支援llk制の整備を図つてきた=

今年度については、これ まで実施 してきた行政邦局横断型の 「特別支援連携協議会」

の設置、小 ・中学校及び青 ・彗 ・養護学校における 「個別の教育支援計画Jの 策定、首

・響 ・養護学校か ら小 ・中学校年への支援により、小 ・中学校の通常の学級に在待する

LD・ ADHl)・ 高機能 山門「T~牛を含めた障害のある児童生徒に対する総 合的な教育支

援体制の整備など、昨年度までブ)取り組みをよリー
層浸透 させ、充実を図る.

なお、 IッD・ ADHD・ 高機能 内1羽症等の幼児児童生徒に対する支援体制の整備につ

いては、子と達障害者支援法の施そFも踏 まえ、厚生労働省の 「花達障害舌支援体帝J整備 事

業Jと 連携協働 して実施することとされてお り、医療、保健、偶社、労働等の関係機関

が連携 して個別の教育支援計画に基づ く一
貫 した支援体制の整備を目指すi

事業の実施

教育委員会は、文部科学省の委嘱を受け、事業を実施する=

1)調 査研究運営会議の設置

教育委員会は、教育委員会、学校、学識経験者及び関係機関等の関係者からなる調

奇研究運営会議を設置する.

(2)特 別支援連携協議会σD設置

教育委員会は、 1ッD・ ADl l D。 高機能 白閉症等の幼児児章化徒を含め,障 害グ)あ

る幼児児竜化徒に対する支援llN制の整備を促進するため、教育、医療、保健、福礼L、

労働等の関係部局、大学、親の会等の関係者か らなる 「広販特別支援連携協議会」を

設置するtま た各教育局管内ごとに、関係部局 ・機関等 Tl関係者か らなる 「特別支援

i堂携協議会」を設置 し、管内市町村単位の特別支援教育の推進及び支援の在 り方につ

いて検討することとするこ

(3)幼 稚因、小 ・中学校及び高年学校におけるItt D・ADH D・ 高機能 白閉症等の幼児

児童生徒に対する総合的な支援体制の整備

文部科学省の協力者会議において とりまとめられた、 IフD・ ADH D・ 高機能 11閉

FTの定義、コl断基準 (試案)竿 ブD有効性 を検証するととモ)に、学校内の体柿J整備及び

関係部局や機関の連携協力による一定の地域におけるIッD・ ADH D・ 高機能 白閉症

等の幼児児童生徒に対する支援体制 71整備を図るため、以下の取組を行 う.
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ア 推 進地域の指定

教育委員会は、 IフD・ ADHD・ 高機能 自閉症等の幼児児童生徒への支援体制の

整備を図るため、府内全域を1″D・ ADHD・ 高機能 自閉症等の幼児児童生徒への

ンて指定する.支援体制整備推進地域 とに

イ 校 内委員会の設置

府内すべての小 ・中学校においては、

教頭、特別支援教育コーデ ィネー ター、

児童生徒の実態把握等を行 うために、校長、

担任、その他必要 と思われる者で構成する

「校内委員会」を設けるこ

幼稚園、高等学校については、可能なところから設置することとする。

ウ 特 別支援教育コーデ ィネー ターダD指名

府内すべて17D小・中学校においては、校内委員会での推進役、専門家チーム、関

係機関や保護考 との連絡調整等を行 う 「特別支援教育コーデ ィネー ター」を指名す

る=幼 稚園、高等学校については、可能なところか ら指名することとする.

工 巡 回神談の実施

教育委員会は、LD・ A D H I D・高機能 自門症等に関する専P目的知識 ・経験をT3

する者を巡同相談良として委嘱する=

(7)支 援地域巡阿llH談チームは、各教育局の依頼に応 じて管内のりJ稚園、小 ・中

学校及び高等学校を定期的に巡世ユlし、肖該学校の教員に、 LD・ ADHD・ 芦i

機能 白Ff5症年の幼児児弦i徒 に対する指導内容 ・方法に関する助言等を行 う(こ

れ らの児童生徒について個別の指導計画及び個別σD教育支援計画が作成 される

場合には、作成に向けた助 言を含む)と ともに、京都府の独 自事業である 「養

護学校 ・地域等連携推進事業Jに おける相談支援チームと連携 し、支援地域に

おける機能的 ・効果的な巡臣1相談の在 り方を検証するもの とす る.

(イ)京 都府の巡回相談チームは、各教育局を通 じ、必要に応 じて(7)の支援地域の

巡回相談を支援する.

オ 専 門家チームの設置

教育委員会は、幼稚園、小 ・中学校及びi高年学校か らの中し出に応 じて、 LD・

ADHl)・ 高機能 白門症か否かの判断、望ましい教育的対応等を示すため、教育委

員会の職具、教員、心理学の専門家、医師等か らなる専門家チームを設置する.

力 個 別の教育支援計画の策定

府内すべての小 ・中学校においては、長期的な祝点に立つて LD・ ADHD・ 高

機能 白閉)た竿を含めた障害のある児竜生徒の ‐人 一人のニーズを的確に把据 して、

個別の指導計画を作成するととt)に、教育、福祉、医療、労働等の関係機関の連携

による適切な教育的支援を効果的に行 うことができるよう、教育的支援の 目標や内

容、役官1等に関する計画 (個別の教育支援計画)の 検討を行 う.
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また、幼稚同及び高年学校において t,、個号||の指導計画及び佃別の教育支援計画

を必要に応 じて策定する.

キ 以 ■の取組をよリー
層推進するため、幼稚園及び高等学校については、モデル校

(文はモデル地域)を 指定する.

ク 学 校における体制整備σD充実を進めるため 「特別支援教育充実事業Jに よる非常

勤講師の配置を活用 し、効果的な校内支援ltt制の在 り方を検証する.

(4)障 害児学級や通級指導教毎の弾力的な連州について

ア  平 成17年12月8口 に中央教育審議会から公表 された 「特塔1支援教育を推進するた

めの制度の在 り方について (答申)」で示された、特別支援教室 (仮称)構 想を路

まえ、障害児学級や通級指導教室の弾力的な運用の在 り方について研究する.

イ 今 年度中学校に設置する 1ンr),ADH D等 の通級指導教室指定校においては、通

級による指導に関する実践研究 ・開発をそfい、花達障害のある生徒
‐人一人のエー

ズに応 じた適切な指導 と老、要な支援の充実を図る.指 定校においては、指導体制の

構築及び指導方法の工大改善を図る観点か ら通級による指導に関する実践研究 ・開

発を行 う.

(5)盲 ・聾 ・養護学校における特局|1支援教育の推進

盲 ・書 ・養護学校における特別支援教育を推進す るため、「養護学校 ・地域等連携

推進事業Jt)活 用 し、以 卜の取れ1を行 う=

ア 特 別支援教育推進校

通学制 (小 ・中学部)の 養護学校 7校 を 「特別支援教育推進校」(以下 「推進校」

とい う)と して指定する.

推進校は、これ まで蓄積 してきた専門的な知1設や技能を生か し、地域の特別支援

教育のセンター としての機能び)充実を図るため、具体的に推進地域グ)小 ・中学校等

への支援を行いながら、その支援方策や連携協 力の在 り方等について実践的な研究

を行 う

イ 特 別支援教育コーデ ィネーターの指名

各推進校は、関係機関や保護者、地域の小 ・中学校等 との連絡調整を行 う教員を

「特別支援教育コーデ ィネー ターJと して指名する.

ウ 個 別の教育支援計画の策定

推進校は、長期的な祝点に立って障害のある児童生徒の一 人一人のエーズを的確

に把握 し、教育、医療、福祉、労働等の関係機関との連携による適切な教育的支援

を効果的に行 うことができるよう、教育的支援の 卜J標や内容、役害」等に関する計画
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(個丹1の教育支援計画)の 策定を行 う。なお、小 ・中学校等における個別の教育支

援計画の策定については、巡回相談等を通 じて積極的に支援を行 う.

工 推 進校以外の盲 ・誓 ・養護学校については、推進校に準 じ、本事業への参加や教

職員の専門性を生か した独自の取組をとお して、平成19年度までにセンター的機能

の役害Jを検証するt

(6)特 別支援教育コーデ ィネー ターの養成研修

ア 教 育委員会は、コーディネー ター研修を京都府総合教育センターの講座 として実

施するt

イ 各 支援地域において も、コーデ ィネー ターの専門性 を高めるため、実践を通 した

研修を行 う.

3 事 業の実施

事業の実施期間は、平成18年度 とするし

4 連 絡会議

事業推進のため、各教育局担当者 と養護学校巡回相談チーム担当者 との連絡会議を老、

要に応 じて開催するを

5 経  費

文部科学省か ら給付 された経費を、本事業費に充てる.

6 事 業報告等

教育委員会は、本事業終了後、事業の実施状況及び経理処理状況をとりまとめの上、

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課長に提出するものとする.
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平成 18年 度 「特別支援教育体制推進事業」委員名簿

調査研究運営会議

氏  名 1天 所 属 ・ 職  名

竹 |]契 学識経験者 大阪教育大学名 誉教授 、大阪|=科大学 LDセ ン ター顧問

友久 久 雄 龍谷大中教授              <委 員 長 >

藤谷 手 彦 教育熙 Fl f■,台市 rit治 小学校長         <81委 員長 ト

森‖1  蓑 京都府 立桃山養護学校校長

白敦 宗 碓 関係機関 京都府保健福祉割;障害者支援生副=長

藤原  敬 教育委員会の職員

(ナi(者|;1付)

乙副1教育た,企い1教育f果長

木下  均 |1城教育局企画教育課長

小 笹  正 人 南丹教育局企画教育課長

的場  正 明 中|卜`教育局令仲「教育課長

岡田 住 之 丹後教育局企 由「教育課長

"空自; 1告
11 京都府総合教育センター特別支援教育部長

永野 憲 男 京都府教育庁持卓部特別支援教育課長

鋒山 智 子 京都府教育庁析導部特別支援教育課指導 と事

朝比奈 党順 京都市教育委員会 京輛;市教育委員会終合育成支援課首席指導 L事

広域特局」支援連携協議会

氏  名 |く う) 1折 属 ・ 職  名

友欠 欠 碓 大学等 龍谷大学教授

J 谷ヽ 裕 実 京都教育大学助教授

衣花 秀

保健 ・福祉 ・

労働部門

京湘;府保健栖れと部障害者支援室長

)村 し|ザる 京都府保健福祉部こども木来生長

大容  手 京都府晴民労働部雇用対策フロジェクト参事

・F rl  章 京都労働局職 業安定部職業 対策課長

Fll井仲下日美 京欄;経営 者協会中務理 事

石田  毒 市町村教育委員会 千冷市教育委員会教育長(京都情市町村教育委員会連 合会)

松 本 公 昨

幼椎園 ・学校

京都府 立南||1城氏護学校長 (京都府 立吉 ・書 ・養護学校員会)

森す1 壽 城陽市立深 谷小学校長 (京都府障告 児学級竿設置学校長会)

徳111 飾子 福角]1市 t福 '討ll士1幼稚園長 〔京都府公 立幼稚園園長会)

藤 谷 キ 彦

牧崎  幸 夫 宇治 市立東
′
it治中学校長 (京都府中学校長会)

1喬ブ代  ,易`上 京都府 t ll城高年字校長 〔京都府立高準■使長会)

杓野  耐i憲 丸の会 京都府障告児者親の会協議会事務局長

田中 鉄 R吊

府教育委員会

京gfj‖す乙訂教育局長 (教育局長会)

典野 義 11 京都 lf結合教育セン ター所長

永野 憲 男 京称;府教育庁特卓部特別支援教育課長

-90-



専門家チーム委員兼巡固相談員

氏  名 申 門  賞  格 所 属 ・ 職 名

有賀 や 其ヽ に師 (精神科医) (十吉1申↑|()

小谷  裕 り |え占市 (′J ケヽFこ千十「ム:) 京都教育大学教育学部助教授

四方 あ かね |え印朽 (″卜児千十1大) 弊鶴 こと|ク療育セ ン ター区帥

力|1藤 キ 宏 作業原法十 京都大手医学部助教授

灘  裕 介 作業療法 上 化ノ木医療 福祉セ ンター作業療法士

今野  坊 了 臨床″とヽ叫 七 オ〔都 文教短期 大学講師

安屯卜 啓 子 心f早判定員 午治児童相談i折技師

li松  芋 臨床′亡、Ftt l 京都児童柏談所技師

権本  敬 栖う抑山児域神談PF fll f炎判定課長

卜林 =叱 養免 1 京都 市教育委員会総合合成 支援課指卓 it芋

卜川 ひ ―とみ 向 日市 立第 6向 陽小学校教言台i

| || [ l  l l l l代丁 特別支援教育士 長岡京 市立長岡第 七小学校教諭

安井 加 1代了 特別支援欺青 L即 、輸末奄iヨ亡ヽF早と、養免2 十治市 立午冷小学校教諭

lnl野 康 了 臨床発達″とヽ理 ti、特局1支援教育 十 干治市 ヤ: |`を盛小宇校教言古i

大部  政 ヴど、 力1茂町 立泉川中学校教諭

堀  栄 吏 養免 1 有丹市セ図部小学校教諭

J 林ヽ  「
F I Z

特" 1支援教育 1 綾部市 t綾 部小学校教諭

奥村  康 枝 特別支援教育士 sv 福知山市 立昭和小学校教諭

森 劇  伸 特巧1支援教育上 舞鶴市 i4含lT7小学校教諭

サし鬼 特別支援教育士 京丹後市 立峰山小学校教言古舟

L井 特別支援教育十 1,謝野町立二河内小学校教諭

γl内 た ま子 特別支援教育と、養免 2 京都府終 合教育セカー特培1支援教育部研究主事

青山  坊 文 特別支援教育士 sv、 養免 1 κ tt141立丹波養護学校副校長

上チ1 忠 歩行訂1練上 京都府立盲学校教諭

細矢  義 仲 警免 1、 養免 1、 自立 (聴) 京都府 t警 学校教諭

に本|  千 念1支 浮校心理士、差免 1 京都府立批 ||1養護学校教j向

中上 瑞 忠 京笥;府立城陽養護学校教諭

鋒山  智 了 特別支援教育十即、陶末発遵亡ザせ十、養免2 京都府教育庁f旨卓部特別支援教育課指卓主亭

毎

― ―

ハ押
ち r
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支援地域巡回相談員

◆乙訂教育局(向日が丘養護学校IH献支援十一ユ、,1 1片1)

氏  名 llF門資格年

日k部春生  医 師(小児科、小児神経科)

P可十十1= |(白巾(十青千申千中十モ斉半)

刻!問英iサ  1 =師 (小児神経科)

前田^ル r‐ 医白市(′とヽ療内科、児童精神科)

才村泰生

渡違実   臨 床た達′とヽ理十

西野美穂

村山史洋

高木忘 F  臨 味花亡心理 lf、自開)たスベクトラム支援 |

清水里美  臨 床心理 lr

様井英敬

藤原由美 , 特 P」l支援教育 lr

小川ひとみ

土永勝

サ1山加代 了 特 別支援教育 |!

貴田由理

足枝住ltt  特別支援教育■

塩谷和 F  特 別支援教育 li

占川補11!  特 別支援教育 に

中西呂史

小森信十

中尼和子

′1 |ヽ|!1言『青

山田定を〔

合橋充之

占村日今r  臨 床在jと心丹!1!、【:許聴竜1ど、壮」i支援教古|

梶原尚 ■  言 語聴覚 tr、臨床推達心理十

藤澤和丁  「 〒許聴党上、臨床発達心TP十

沢月 F

堀音F r々

川高寿賀 r 臨 床発達心理 士

和国由起 r

広瀬隆彦

安福陽一

大泉裕 r

山内昭二  特 〕1支援教育七、言語聴党 t、学校心理 i

細野由美丁

松宮功   特 別支援教育■

藤川敬之

lllT属・職名

向||がll差護学校校「J

向||が丘差護十1定校に

奈rt教|ド太学教授、医師

前け|に生 医 師

長lmll ll院地域i堂携推iと告長

花園大学社会福れと■部・助教授(F章告児″とヽ理)

長岡京市111会福祉協議会・コーディネーター

乙訂‖ひまわり園生i岳支援センター・センター長

1各阿宝青関・園長

教育相1孜貝(長岡京市教育支援センター)、スクールカウンセラー

教育村i談虫{長岡京市教育支援センター)

向11市立向陽小学校・教諭

十句|1市立第6句陽小■技・教諭(1違級Ⅲドi)

1拘|1市ギ1勝山中学校・教f命(通級Ⅲl肖)

長1劇京市立長岡第と小学校・教諭(通級Ⅲlギち)

】そ1刊京市立長岡第●中学校・教諭(通級llR Hl)

大山崎町立大山崎小学校・教諭

大山崎旧「立第二大山崎小学校・教諭(適級fl当)

大||1崎町立第二人は1崎小手校・教占活お

向|1市教育委虫会・Ⅲ!当指導i二享

長Fm京市教育委員会・Ⅲl 11付肯卓 工f

大||1崎町教育宏曇会・Ⅲ↓当指導羊亨

向十がll養護学校・副校長

向|が F:美護学校・小tl部;i事

向「1が丘養i篭学校・中学部主事

向1174丘養進学校・教諭(山立1舌動部)

向||が丘養護学校・教諭(白立1舌動部)

向11が丘差護キi交・教諭(ド1立1舌動部)

向||が丘養護学校・教諭(出立活動部)

向||が丘美進学校・教諭(亡1立活動部)

向11がFF養護学校,教諭(自立活動部)

向||が丘養護学校,教諭(白ユi舌動部)

1杓||が馬i養護キ校・教諭(由立活動部)

向11がR tti隻学校・教諭(山立活動部)

向||が五i養護学校・教諭

向||が丘差護学校・教諭

向||が丘業護学校・教諭

乙司教育「占〕・終括指導主事

乙嗣教育局寸古導主キ:

◆山城教育hj北部(宇治・人Ⅲ番)(材とは1養護学校IH談支援チームi活用)

氏  名        専 門資格竿

渡退実   臨 床発j圭′亡ヽ理 li

田中真介  応 用′い理 に

小谷裕実  医 師(小児科)

荒木穂積

竹村隆太  医 師(精神科)

有川理   医 師(整形外科)

度兼元太  医 師(精神科)

伊藤勝敏

西山治

安井加代丁 特 」1支援教育 lfSV、臨床発達心理 |

岡野康 予  特 別支援教育 if、臨床発達心理 |:

所属・職名

花国大学千11会福祉学部・助教授

京都大学十高年教育研究開発推i笙センター・助教授

京郁教育大学教育学部・助教授

立命館大学大1手院応用人間奄iき研究科・教授

竹村診峠所・理事長

Fil整形外科区院・院長、桃山差護学校学校[モ

ほ兼医庇。「先長、桃山養護学校学校に

府立lL山■因・同長
をit治作業所・所長

年十台市立午治小学1交・教言衛(通級すLち)

午,台市い | 盛々小学校・教諭(連級担
｀
11)
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赤野秀実

山田員弓

村田尚美

学校″b理 士、臨床発達″さ理士

宇治市立槙島中学校・教諭 (通級担当)

八幡市立八幡第二小学校・教諭 (通級担当)

城陽養護学校・教諭 (教育相談担当)

桃山養護学校 ・教諭 (自立活動担当)小国祥子

辻喜朗

大東弘明

谷早苗   臨 床発達心理士

中村あゆみ

三科哲治

東明美

臨床発達心理士

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

桃山養護学校 ・教諭 (自立活動担当)

大坂誠

桃山養護学校 ・教諭 (自立活動担当)

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

桃山養護学校・教諭 (自立活動担当)

角野範子

納橋志津子

坂見由美子 桃山養護学校・養護教諭

桃山養護学校・養護教諭神崎昌美

渡瀬清見

田代和子

服部敬子

桃山養護学校・看護師

桃山養護学校・看護師

桃山養護学校・教諭

桃山養護学校・教諭

今泉祥子  臨 床発達心理士、言語聴覚士

玉村総枝  学 校心理士

◆山城教育局南部(南山城養護学校相談支援チーム活用)

氏  名        専 門資格等

有賀やよい  1医 師 (精神科)

今野芳子  臨 床心理士 京都文教短期大学・講師

所属・職名

京都府立大学福祉社会学部・助教授

傍島規子 相楽圏域障害者総合相談支援センター・ゼネラルケアマネージャー

相楽福社会・理事  花 園大学助教授広瀬明彦

井関真理子

宮原麻美  特 別:特別支援教育士

大仲順子  |

大部政弘  ‐

木津町立木津小学校・教諭 (通級担当)

木津町立木津中学校・教諭

加茂町立泉川中学校・教頭

加茂町立泉川中学校・教諭(通級担当)

亀谷奈津子 特 別支援教育士、臨床発達心理士 和束町立和束中学校 ・教諭

新谷裕美 精華町立精華台小学校・教諭

笠置町教育委員会・指導主事河口弘信

西村勝彦 京田辺市立田辺小学校・教諭 (通級担当)

京田辺市立大住小学校・教諭伊家京子

小堀裕子

山本たまき
‐一瀬智

鈴木隆子

1佐藤一代

特別支援教育士

京田辺市立大住中学校・教諭

井手町立井手小学校・教諭

宇治田原町立維孝館中学校・教諭

城陽市立寺田南小学校・教諭(通級担当)

城陽市立寺田南小学校・教諭 (通級担当)

濱田美春  | 城陽市立南城陽中学校・教諭 (通級担当)

生駒尚子

家田雅彦

北森仁

宮崎清隆

石川喜美子

久御山町立東角小学校・教諭(通級担当)

南山城養護学校・教諭(運動機能指導専任)

南山城養護学校・教諭 (運動機能指導専任)

南山城養護学校・教諭(運動機能指導専任)

南山城養護学校・教諭(運動機能指導専任)

久保瑞江

加藤良恵

自柳拓保

言語聴覚士

南山城養護学校・教諭(言語指導専任)

南山城養護学校・教諭(言語指導専任)

南山城養護学校・教諭(療育指導専任)

羽野真子

生水淳稔

小角令子

中熊玲子

東敦子

南山城養護学校・教諭 (療育指導専任)

南山城養護学校・教諭 (療育指導専任)

南山城養護学校・教諭(療育指導専任)

南山城養護学校・教諭(療育指導専任)

南山城養護学校・教諭(療育指導専任)

-93-



p l l l京重'台

北川推 子

大森向也

Jヒサ品‖貞干

棚111北枝

春名 l_十1:

村 L英 夫 F

篠原まどか

鶴谷因子

山坂良 r

村1馬裕 一

山lll和子

◆中丹教育局(舞鶴市以外)

氏  名

令有J

谷康洋

牧陽
‐

朝比奈木 F

矢'こ和l度

◆南ナ1教育局 (丹波養護学校付1談支援チームi舌用)

氏  名        専 |'増資格竿

角料 ミ々奈 r ll師 (精神科・神経科)

浅野武男

高木恵 r  臨 味花達″とヽI撃に

小崎山た F

荒樋博利

木村恵 たr

ナキ,台千日た

黒木律 r  ■ 1女″亡、P‖に、怖味イさせ″亡ヽ円!lj、キ村1支援教育1

森節 千   特 別支援教育 た

山1口珠美  ■ よⅢ■卜十t亡ⅢⅢ‐ '■)を' 11対取其市

関典 r   特 明l支援教育 if

泉英博

青山庁文  特 JI支援教育 lfSV

半ltl屯也

藤田敗 r

大塚手代

高野サ r  特 巧1支援教育 lf

l司田作Hr

小磯rt F

I十高誠 1

林専 r

矢澤冷   臨 床子とlt″とヽ叫 ■

春 r々憲

野除裕千  特 号!支援教育 li

馬場ナ」美

1崎 明徳

高橋訴 1

高橋美明

水田宇

臨床奄,と′亡ヽFll l

予F交″とヽ理 lr、脇i,(花T_f′とヽllJ l

(中丹震護学校伸敲支援チーム活用)

専 1電資格等

南山城表護学校・教諭(猿育指導専任)

南111城養護41校・教諭(療育梅導専任)

南||1城養護学校・教諭(特号1支援部)

南山城養護学校・教諭(札十ヤ1談部)

十村||1城養護学校・教諭いi特部)

南||1城養護学校・教諭(特】叫支援部)

南山城養護学校・教諭(特号1支援用い

打山城漢護学校・教諭(特T」l支援部)

村山城養護学校・教諭(特別支援部)

有山城養護学校・教諭(特号1支援部)

打||1城養護学校・教諭(特巧1支援部)

南山城養護学校・申1校長

所属・職名

公立南丹病院・1吉十中科神経科=長

十1:会福祉法人花ノ木中心理判定貝

ヤ各問宝市1利・園長

つくし園・施設長

十li会福祉法人花ノ木・「章常者地域猿育竿支援事業コーテ

1村丹1呆健l ll供健生健康支援lh肖高J室長

1打丹1片t健所 1呆17t生健康支援ⅢlHキi:任

亀1司市立亀ll小学校・教諭(通級Ⅲl )ヽ

南ナ1市立園剖!小学校・教訴 連級す性ui)

亀1司市立束輝中学校・教諭(通級llH肖)

1打川十1丁、上田部に+l学1交・教諭(連級||!当)

す1波養護■校・副伎長

丹波養護学校亀Ell分校・再1校長

丹波養護半伎。「告i件部主車

丹渡漢護学校・教f古舟

丹波太護学校・教諭

ナ十波養i隻学校・教諭

丹波養護学校・教諭。(山立i舌動部療青す「!Hl)

ナ`1渡差護学校・教f命。(山立i五動部療育Ⅲ! 当`)

丹波養護学校・教諭。(lriュ活動出!噴青lll Hl)

)Ji皮養護学校・教諭・(向立活動打!峠青Ⅲi Hl)

丹波養護学校・教諭・(ド1立活動部凍育担当)

丹波養護学校・教諭・(由立i舌Ell部F〒耐れヽ)

丹波差護学校・教!i向・(山t活動部言f討成Pl)

丹波養護学校・教諭,(「i立活動 Fj言語Ⅲlち)

丹波養護学校・教諭(白Iヽ活動部機能訂練Ⅲlツ1)

丹波養護学校,教諭(ri立活動部機能調練llj当)

丹波差f隻学校・教諭(山立活動部機能F引棟担ち)

丹波氏護学|だ・教諭(白セi舌動部機能訂練Ⅲド1)

ャネーター

医H市(小児科)

14師(特神科)

「=師 (整形外千斗)

騰i床′亡ヽ理 lr

所属・職名

イF立中l l西1呆l t t F千・保健生す'当係長

“占知||lt)4じヶ丘病1坑クリニック「貿妥ら

牧監形外科医「,t・1坑長(学校医)

スクールカウンセラー

福知J III宇刺・施設長
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太田Lに己

鎌固イ尋とt

亀井博幸

千F,内1享″占

内村竜け1

亀井和博

奥村康枝

注井泉

藤原に 子

下1美 和 |

尾崎澄子

)1野義

ナ十日克子

f督分千品

山中浩之

合ヶ市裕美仕

特別支援教育 liSV

心理リンヽビリラ
・
イショントレー十一

臨床発達心理 と

生牢館大掌社公福祉学部・教授

福知山児量相談所・十日談係長

あやべ作業1庁・施設長

福打1山公共職業安定所専門IH談部門 就職促進精卓官

福知山市立南陵中学校・教諭(通級担当)

液訂市立液部中学校・教諭(道級担当)

福知山市立昭和小学校・教諭(通級fHも)

綾部市立液剖!小学校・教諭(通級担当)

中丹養護宇十々・副校長

中丹養i篭学校・部上■

中丹養護宇投・ヤL上ギ

中丹差護学校・部上享

中ll養護宇校・教諭

中丹養護学校・教諭

中チ1養護学校・教諭

中丹養護十1資・養護教諭

◆中丹教育局(年鶴市)(堆鶴養護学校相談支援チーと、活用)

氏  名        専 門資格特                   所 属・職名

困方あか,1 「 =師 (小児科)           雅 鶴こどt,峠育センター・」ヽ児科匡長

山下達久  「 =師 (格子申・神経科)        日 と病院機構界鶴医療センター・臨床研究部長

太田J上己                    皇 掌館大早社会福祉学部・教授

塩鬼晴紀  心 埋療法 lf            l司 立病院機構舞鶴医療センター

大泉邦暉                   雅 鶴市陣常児連園施設さくらんぼ固・1章1長

鈴木令 「                    地 域生i舌支援センターみずなさ。センター長

橋本真工                    舞 鶴市保lry福祉部児童・章客福祉課・十査

小栗栖富i欠                   坪 鶴公共職業安定所・所長

津島徹                     ト ータルサホートセンター所長

山 ド1告1                    ト ータルサボートセンター曇

村 11志F  特 切1支援教育 に          堆 鶴市立合博小学校・教諭(通級担当)

森同付'一  特 】1支援欺青 if          弊 鶴市立令梯小学校・教諭(通級fH Jl)

米111典了                     雑 鶴市立けl倫小学校・教諭(通級f巳当)

羽柴千秋  特 】1支援教育 lf          舞 鶴市立明倫小学校・教諭(通級担当)

中付羊千  特 別支援教育 li          雑 鶴市立Pll倫小学校・教諭(通級jLl当)

山口tr                   中 丹教育局寸章導上事

|す瀬破蚊け  酪 :味″とヽア里士            lt総 合教育センター北部研修所・教育相談研究員

生木美治  心 弾リハヒリ子 TションSV        寄 鶴養護4手1交・言1校長

水 11清広                    埠 鶴養護学校・部主手

1有ナ十彰                     雑 鶴養護学校・部主事

||1末F[之                    率 鶴養護学校・部主事

堀川fF文                    坪 鶴漢護学校・教f衛

十1西久美十 特 】1支援教育 |:          雑 鶴養護学校・教諭

須郷敬広                    雑 鶴養護学校・教諭

北木1享子  言 1語聴党 と・特別支援教育上     堆 衛養i隻宇校・教諭

中高秀一                    雑 鶴養i窒学校・教諭

た邊利行                    舞 鶴養護学校・教諭

1仁設学   心 llLルヽビリテイショントレー十一    筆 鶴養護学十資・教諭

加1志十1酵iF‐                         探 信与養fttfil資・教f向

高木符i美                    率 鶴養護学校・養護教諭

片崎真希 F                   年 鶴漢護学校・養護教諭
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◆丹後教育局(与訪すのれ養護学校相談支援チーム活lll)

氏  名         専 門資格等                   所 属・職 名

繁成同1                     近 幾福祉大学il:会福祉学キ「・教授

円方あかね  に 師(′| 児ヽ科)           坪 鶴こどt)瞭市センター・小児科区長

布賀やよい  医 師(1青神科)            府 立心身障害者福祉センター附属サハビリテーション病院神経内科嘱託に

沖 liみゆき                   障 害者生活支援センター結(ゆい)・コーディネーター

磯野つかり                   「 =常 者生i持支援センターかt)れ・ヤ十こlP談虫

+`4)十英男                    峰 山公共職業安定所・裕括職業指導宮

伊藤信也                    京 丹後障年若地lHk4モ!舌支援センターt)みの本

竹中龍平                    福 知11」児章本H談所・判定指導係長

小牧千里  特 壻!1支援教育 lf          宮 津市立宮|十小学1交・教諭(通級担当)

ネ汁忠 子                    宮 津市立■済を中学校・教諭(通設Ⅲl当)

サし鬼宗   特 別支援教育十          京 丹後市立峰山小学校・教諭(連級fll当)

1寸li富美了                   京 丹後市立大常第一小学校・教諭(通級FR Pl)

志水待代夫                   京 丹後市t網 野北小学校,教諭(追投す性当)

寺田政子                   京 丹後市立PH9人小■校・教諭(通級十'ヽ)

荒木良子  特 増1支援教育 li          京 丹後市立鳥取小学校,教諭(通級担当)

村野ひろ了                   京 丹後市立佐濃小学校・教諭(通級担当)

わJ日フさ期                   十 ル恨町工伊恨小学校・教言汚Ⅲ(通級担当)

青木仲代  午 的 1支援教育 li          与 融1野冊「立加悦小学|え・教諭(迫級担当)

田崎山美 r                   与 謝野町立岩滝小学校・教諭(通級担当)

li片母   牛 キ別支援教育 |「          与 訪1野口「立二i可内小宇モ校・教諭(通級すげ 1)

今■俊行                   与 謝ダ)海震誇学校・吉B主享

中itti市壽美                   与 謝♂)沌養護学校・教諭

|オ藤和 r                   与 謝の海養護学校・教諭

渋俗i童典                   与 謝げ)海養護学校・教諭

声|「子野                    与 謝のれ薫護学校・教:`〕

篠原勇                     F」 融|の海蔑護学校・教諭
′
i:治川博                      与 訪寸のヤ毎養護学校・教諭

小長谷ルミ 言 語聴党 |!            与 謝の海養護学校・教:命

|]下キFみはろ                      与 記ヤ)れ震護十1 ・々教諭

坂恨持夫                    与 討の海薫護学校・教諭

化、十寸iF'(R;                                ′ チ訪iのi毎養護学十交・教諭

冊「コ恵子                    与 謝の海養護学校・教f向

専門家チーツA・巡回相談等に御協力いただける方の紹介

専門家チーム:
平成19年度から市町村教育委員会の専門家チームにも御協力いただける医師のリスト

が、「]本児童青年精神医学会から届いています_

専門家チームヘの協力を希望される市町村教育委員会は、府教委特丹|1支援教育課ヘ

お問い合わせください。
具体的な協力内容は各医師と御相談いただくことになります。

専門家チーム、巡回相談、校内研修など:
学校環境の中での具体的支援を含めて御協力いただける作業療法上のリストが、京都

府作業療法士会から届いています.
支援を希望される方は、府教委特別支援教育課へお問い合わせください。
具体的な支援例は加藤先生のコラム(p80)を御覧ください.
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